
電機９条の会と重工産業労働組合共催のシンポジューム「軍需生産を考
えるパートⅡ」が６月２９日（日）都内の退職金機構ビル８Fホールで開か
れ、１００名を超える参加者で盛り上がりました。
シンポジュームはⅠ部とⅡ部に分かれ、最初にフリージャーナリスト吉
田敏浩さんの講演があり、次にＮＥＣ・ＩＨＩ・東芝・三菱重工の職場か
らの報告、５名の方々からの質問などがありました。

（参加者の感想）
私が今回のシンポジュームで感じたことは、吉田さんが力説していた、
今政府が進めている自衛権の拡大解釈は、戦前日本の軍国主義者も自国の
利益を守るために、周りの国々特に朝鮮半島や中国に軍隊を派遣し侵略し
ていった事。また、この道をまた歩んでいることの危険性や、職場からの
報告などから、企業のグローバル化の生き残り戦略として、進められてい
る企業再編合理化に対して、真実を理解し、侵略的内容に対しては、反対
していかなければならないと思いました。（高田）

2008年7月10日 労働者と産業の動きを伝える情報紙・ＥＬＩＣ 第２４７号 （１）

電機労働者懇談会

発行者ＥＬＩＣ編集委員会谷口利男
108-0073 東京都港区三田3-2-20
℡(03)3455-6006 Fax3451-3595
郵便振替00130-3-358078ELIC編集委員会

2008年7月10日

No 247
1部100円

軍需生産シンポに１００名参加

今月号の紙面
①軍需産業を考えるシンポⅡ

②吉田敏浩さんの講演内容

③電機連合大会議案について

④リストラ反対闘争を取組む

⑤東芝差別争議勝利報告集会

愛知・神奈川懇が年次総会

⑥私の自慢「囲炉裏」馬場氏

⑦沖電気のリストラに反撃

ＮＥＣ株主総会に参加して

⑧掲示板､電機懇総会の案内

からむす原稿募集､集積回路

（６月２９日(日)「軍需生産を考えるパートⅡ」会場）


